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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年3月28日(2019.3.28)

【公開番号】特開2017-156425(P2017-156425A)
【公開日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-034
【出願番号】特願2016-37534(P2016-37534)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/16     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月12日(2019.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外装と、該外装に固定された光学ボックスと、を有し、
　前記光学ボックスは、
　光源を保持する第１保持部と、
　前記光源からの光によって照明される光変調素子を保持する第２保持部と、
　前記光により前記光変調素子を照明する照明光学系を保持する第３保持部と、
　該第３保持部とは別に、前記第１保持部と前記第２保持部を接続する接続部と、を備え
ることを特徴とする投射型表示装置。
【請求項２】
　前記光学ボックスは中空部を有し、
　前記接続部は、前記中空部に関して前記第３保持部の反対側に配置されていることを特
徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【請求項３】
　前記接続部は、前記光源と前記光変調素子を冷却する冷却手段を保持することを特徴と
する請求項１又は２に記載の投射型表示装置。
【請求項４】
　前記光学ボックスは中空部を有し、
　前記接続部は、前記中空部に関して前記第３保持部の反対側に配置され、
　前記冷却手段は、前記中空部に配置されていることを特徴とする請求項３に記載の投射
型表示装置。
【請求項５】
　前記接続部は、前記冷却手段の位置決め手段を有することを特徴とする請求項３又は４
に記載の投射型表示装置。
【請求項６】
　前記第１保持部および第２保持部の少なくとも一方は、前記冷却手段の冷却風が通るダ
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クトを更に保持することを特徴とする請求項３乃至５のうちいずれか１項に記載の投射型
表示装置。
【請求項７】
　前記接続部は、前記光変調素子を駆動する基板を保持することを特徴とする請求項１又
は２に記載の投射型表示装置。
【請求項８】
　前記光学ボックスは中空部を有し、
　前記接続部は、前記中空部に関して前記第３保持部の反対側に配置され、
　前記基板は、前記中空部に配置されていることを特徴とする請求項７に記載の投射型表
示装置。
【請求項９】
　前記接続部は、前記基板の位置決め手段を有することを特徴とする請求項７又は８に記
載の投射型表示装置。
【請求項１０】
　前記接続部は、前記光源、前記照明光学系および前記光変調素子とは異なる部材を保持
することを特徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【請求項１１】
　前記第１保持部、前記第２保持部および前記第３保持部はＬ字状に配置され、
　前記照明光学系は、光軸を折り曲げるミラーを含むことを特徴とする請求項１乃至１０
のうちいずれか１項に記載の投射型表示装置。
【請求項１２】
　前記第１保持部、前記第２保持部および前記第３保持部は縦列状に配置されていること
を特徴とする請求項１乃至１０のうちいずれか１項に記載の投射型表示装置。
【請求項１３】
　前記接続部は、中実構造であることを特徴とする請求項１乃至１２のうちいずれか１項
に記載の投射型表示装置。
【請求項１４】
　前記中空部を介して、前記光学ボックスに対して着脱される光学素子を有することを特
徴とする請求項２に記載の投射型表示装置。
【請求項１５】
　前記第１保持部、前記第２保持部、前記第３保持部および前記接続部は一体に構成され
ていることを特徴とする請求項１乃至１４のうちいずれか１項に記載の投射型表示装置。
【請求項１６】
　前記接続部は、前記第１保持部、前記第２保持部および前記第３保持部のいずれよりも
硬度が高い材料で構成されていることを特徴とする請求項１５に記載の投射型表示装置。
【請求項１７】
　前記接続部を冷却する冷却手段と、
　前記第１保持部および前記第３保持部と前記接続部の変形量が等しくなるように前記冷
却手段の駆動を制御する制御手段と、
を有することを特徴とする請求項１５又は１６に記載の投射型表示装置。
【請求項１８】
　前記第２保持部は、
　前記光を前記光変調素子に導く光学素子と、
　前記光学素子を前記第２保持部から取り出すための第１の開口部と、
を有することを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の投射型表示装置。
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